
（ 注 ） 契 約 書 は 、 燃 料 の 種 類 に よ り そ れ ぞ れ 作 成 す る 。

物 品 売 買 単 価 契 約 書 （ 案 ）

１ 契 約 事 項 燃 料 の 売 買

２ 燃 料 の 種 類 及 び 規 格

(1) 燃 料 の 種 類 灯 油 Ａ 重 油

(2) 規 格 Ｊ Ｉ Ｓ １ 号 Ｊ Ｉ Ｓ １ 種 ２ 号

１ 納 入 場 所 地 方 独 立 行 政 法 人 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構

農 業 研 究 本 部 花 ・ 野 菜 技 術 セ ン タ ー

（ 別 紙 灯 油 タ ン ク 設 置 場 所 に よ る ）

（ 別 紙 場 内 重 油 受 入 箇 所 に よ る ）

（ 注 ） ( )書 き の 部 分 は 、 燃 料 の 種 類 に よ り そ れ ぞ れ 記 載 す る 。

４ 契 約 期 間 令 和 ５ 年 ４ 月 １ 日 か ら 令 和 ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 ま で

５ 単 価 １ リ ッ ト ル 当 た り 金 円

上 記 価 格 に 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 相 当 額 を 加 算 す る 。

上 記 燃 料 の 売 買 に つ い て 、 発 注 者 地 方 独 立 行 政 法 人 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構 と 供

給 人 （ 以 下 「 受 注 者 」 と い う 。 ） と は 、 各 々 の 対 等 な 立 場 に お け る 合 意 に 基

づ い て 、 次 の と お り 公 正 に 契 約 し 、 信 義 に 従 っ て 誠 実 に こ れ を 履 行 す る も の と す る 。

こ の 契 約 を 証 す る た め 、 本 書 を ２ 通 作 成 し 、 当 事 者 記 名 押 印 の 上 、 各 自 そ の １ 通

を 保 有 す る も の と す る 。

令 和 年 月 日

札 幌 市 北 区 北 １ ９ 条 西 １ １ 丁 目 １ 番 地 ８

発 注 者 地 方 独 立 行 政 法 人 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構

理 事 長 小 髙 咲 印

（ 担 当 部 局 ： 農 業 研 究 本 部 花 ・ 野 菜 技 術 セ ン タ ー ）

受 注 者 住 所

氏 名



（ 総 則 ）
第 １ 条 発 注 者 及 び 受 注 者 は 、 こ の 契 約 書 に 基 づ き 、 仕 様 書 等 に 従 い 、 誠 実 に 、 こ

の 契 約 を 履 行 し な け れ ば な ら な い 。

２ 受 注 者 は 、 頭 書 の 燃 料 を 、 契 約 期 間 中 、 発 注 者 の 発 注 の 都 度 、 そ の 指 定 す る

期 日 （ 以 下 「 納 入 期 限 」 と い う 。 ） ま で に 納 入 し 、 発 注 者 は 、 そ の 対 価 を 受

注 者 に 支 払 う も の と す る 。

３ こ の 契 約 書 に 定 め る 催 告 、 請 求 、 通 知 （ 第 ４ 条 の 通 知 を 除 く 。 ） 、 報 告 、 申 出 、

承 諾 及 び 解 除 は 、 書 面 に よ り 行 わ な け れ ば な ら な い 。

４ こ の 契 約 の 履 行 に 関 し て 発 注 者 と 受 注 者 と の 間 で 用 い る 言 語 は 、 日 本 語 と す る 。

５ こ の 契 約 書 に 定 め る 金 銭 の 支 払 に 用 い る 通 貨 は 、 日 本 円 と す る 。

６ こ の 契 約 の 履 行 に 関 し て 発 注 者 と 受 注 者 と の 間 で 用 い る 計 量 単 位 は 、 契 約 書 及

び 仕 様 書 等 に 特 別 の 定 め が あ る 場 合 を 除 き 、 計 量 法 （ 平 成 ４ 年 法 律 第 51号 ） に 定

め る も の と す る 。

７ こ の 契 約 書 及 び 仕 様 書 等 に お け る 期 間 の 定 め に つ い て は 、 民 法 （ 明 治 29年 法 律

第 89号 ） 及 び 商 法 （ 明 治 32年 法 律 第 48号 ） の 定 め る と こ ろ に よ る も の と す る 。

８ こ の 契 約 は 、 日 本 国 の 法 令 に 準 拠 す る も の と す る 。

９ こ の 契 約 に 係 る 訴 訟 に つ い て は 、 日 本 国 の 裁 判 所 を 合 意 に よ る 専 属 的 管 轄 裁 判

所 と し 、 発 注 者 の 事 務 所 の 所 在 地 を 管 轄 す る 裁 判 所 を 第 １ 審 の 裁 判 所 と す る 。

（ 権 利 義 務 の 譲 渡 等 ）
第 ２ 条 受 注 者 は 、 こ の 契 約 に よ り 生 ず る 権 利 又 は 義 務 を 第 三 者 に 譲 渡 し 、 又 は 承

継 さ せ て は な ら な い 。 た だ し 、 あ ら か じ め 発 注 者 の 承 諾 を 得 た 場 合 は 、 こ の 限 り

で な い 。

（ 単 価 の 変 更 ）
第 ３ 条 発 注 者 又 は 受 注 者 は 、 契 約 期 間 中 に 経 済 情 勢 の 激 変 そ の 他 の 予 期 す る こ と

の で き な い 特 別 の 事 情 に よ り 価 格 に 著 し い 変 動 を 生 じ 、 契 約 単 価 が 不 適 当 と な っ

た と 認 め た と き は 、 協 議 の 上 こ れ を 変 更 す る こ と が で き る も の と す る 。

（ 納 ⼊ 及 び 検 査 ）
第 ４ 条 受 注 者 は 、 納 入 場 所 に 燃 料 を 納 入 し た と き は 、 直 ち に そ の 旨 を 発 注 者 に 通

知 す る と と も に 、 納 品 書 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

２ 発 注 者 は 、 前 項 の 通 知 を 受 け た と き は 、 遅 滞 な く 検 査 を 行 い 、 検 査 に 合 格 し た

も の に つ い て は 、 そ の 引 渡 し を 受 け る も の と す る 。

３ 給 油 票 等 の 発 行 、 燃 料 の 納 入 、 検 査 及 び 引 渡 し に 要 す る 一 切 の 費 用 は 、 受 注 者

の 負 担 と す る 。

４ 受 注 者 は 、 第 ２ 項 の 検 査 に 合 格 し な い も の に つ い て は 、 速 や か に こ れ を 代 品 と

取 り 替 え な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て は 、 前 ３ 項 の 規 定 を 準 用 す る 。

（ 代 ⾦ の ⽀ 払 ）
第 ５ 条 受 注 者 は 、 毎 月 日 ま で に 、 前 月 中 に 引 き 渡 し た 燃 料 に 係 る 代 金 額 に 当

該 代 金 額 の 100分 の 10に 相 当 す る 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 相 当 額 を 加 算 し た 金 額 （ 当

該 金 額 に １ 円 未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨 て た 金 額 。 以 下

「 売 買 代 金 」 と い う 。 ） を 発 注 者 に 請 求 す る も の と し 、 発 注 者 は 、 受 注 者 か ら 適

法 な 支 払 請 求 書 を 受 理 し た 日 の 翌 月 の 25日 （ 25日 が 金 融 機 関 等 の 営 業 日 で な い 場

合 に は 、 そ の 直 後 の 営 業 日 ） ま で に 支 払 う も の と す る 。

２ 売 買 代 金 の 支 払 場 所 は 、 発 注 者 の 理 事 長 の 勤 務 の 場 所 と す る 。

（ 給 油 票 等 の 亡 失 ）
第 ６ 条 発 注 者 は 、 給 油 票 等 を 亡 失 し た 場 合 は 、 そ の 旨 を 受 注 者 に 通 知 す る も の と

す る 。

２ 受 注 者 は 、 発 注 者 か ら 前 項 の 通 知 を 受 け た 日 か ら 起 算 し て ７ 日 以 降 の 日 に お い

て 、 当 該 給 油 票 等 に よ り 給 油 を 行 っ た 場 合 は 、 そ の 売 買 代 金 を 発 注 者 に 請 求 で き

な い も の と す る 。



（ 履 ⾏ 遅 滞 ）
第 ７ 条 受 注 者 は 、 納 入 期 限 ま で に 燃 料 を 納 入 す る こ と が で き な い と き は 、 そ の 理

由 を 付 し て 発 注 者 に 納 入 期 限 の 延 期 を 申 し 出 な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 申 出 が あ っ た 場 合 に お い て 、 発 注 者 が 納 入 期 限 の 延 期 を 承 諾 し た と き は 、

そ の 申 出 の 内 容 が 天 災 そ の 他 不 可 抗 力 に よ る も の と 発 注 者 が 認 め た 場 合 又 は 発 注

者 の 責 め に 帰 す べ き も の で あ る 場 合 を 除 き 、 受 注 者 は 、 そ の 納 入 期 限 の 翌 日 か ら

納 入 の 日 ま で の 日 数 （ 第 ４ 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 代 品 を 納 入 し た 場 合 に お い て 、

当 該 代 品 の 納 入 が 納 入 期 限 後 と な る と き に あ っ て は 、 当 該 合 格 し な い 燃 料 の 検 査

に 発 注 者 が 要 し た 日 数 を 除 く 。 ） に 応 じ 、 当 該 遅 滞 に 係 る 燃 料 の 売 買 代 金 に つ き

年 3.0パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算 し て 得 た 額 を 違 約 金 と し て 発 注 者 に 支 払 わ な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 違 約 金 の 額 が 500円 未 満 で あ る と き は 、 違 約 金 を 徴 さ な い も の

と す る 。

３ 受 注 者 は 、 発 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に よ り 第 ５ 条 第 １ 項 の 売 買 代 金 の 支 払

が 遅 れ た と き は 、 そ の 支 払 期 限 の 翌 日 か ら 支 払 の 日 ま で の 日 数 に 応 じ 、 当 該 未 払

額 に つ き 年 3.0パ ー セ ン ト の 割 合 で 計 算 し て 得 た 額 の 遅 延 利 息 を 発 注 者 に 請 求 す る

こ と が で き る 。

（ 契 約 不 適 合 責 任 ）
第 ８ 条 発 注 者 は 、 引 き 渡 さ れ た 燃 料 が 種 類 、 品 質 又 は 数 量 に 関 し て 契 約 の 内 容 に

適 合 し な い も の （ 以 下 「 契 約 不 適 合 」 と い う 。 ） で あ る と き は 、 受 注 者 に 対 し 、

そ の 燃 料 の 代 品 と の 交 換 又 は 不 足 分 の 引 渡 し に よ る 履 行 の 追 完 を 請 求 す る こ と が

で き る 。 た だ し 、 当 該 履 行 の 追 完 に 過 分 の 費 用 を 要 す る と き は 、 発 注 者 は 履 行 の

追 完 を 請 求 す る こ と が で き な い 。

２ 前 項 の 場 合 に お い て 、 受 注 者 は 、 発 注 者 に 不 相 当 な 負 担 を 課 す る も の で な い と

き は 、 発 注 者 が 請 求 し た 方 法 と 異 な る 方 法 に よ る 履 行 の 追 完 を す る こ と が で き る 。

３ 第 １ 項 の 場 合 に お い て 、 発 注 者 が 相 当 の 期 間 を 定 め て 履 行 の 追 完 の 催 告 を し 、

そ の 期 間 内 に 履 行 の 追 完 が な い と き は 、 発 注 者 は 、 そ の 不 適 合 の 程 度 に 応 じ て 代

金 の 減 額 を 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合

は 、 催 告 を す る こ と な く 、 直 ち に 代 金 の 減 額 を 請 求 す る こ と が で き る 。

(1) 履 行 の 追 完 が 不 能 で あ る と き 。

(2) 受 注 者 が 履 行 の 追 完 を 拒 絶 す る 意 思 を 明 確 に 表 示 し た と き 。

(3) 契 約 の 性 質 又 は 当 事 者 の 意 思 表 示 に よ り 、 特 定 の 日 時 又 は 一 定 の 期 間 内 に 履

行 し な け れ ば 契 約 を し た 目 的 を 達 す る こ と が で き な い 場 合 に お い て 、 受 注 者 が

履 行 の 追 完 を し な い で そ の 時 期 を 経 過 し た と き 。

(4) 前 ３ 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 発 注 者 が こ の 項 の 規 定 に よ る 催 告 を し て も 履 行

の 追 完 を 受 け る 見 込 み が な い こ と が 明 ら か で あ る と き 。

（ 危 険 負 担 ）
第 ９ 条 第 ４ 条 第 ２ 項 （ 同 条 第 ４ 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 引 渡 し の 前

に 生 じ た 燃 料 に つ い て の 損 害 は 、 受 注 者 の 負 担 と す る 。 た だ し 、 発 注 者 の 責 め に

帰 す べ き 理 由 に よ る 場 合 は 、 発 注 者 の 負 担 と す る 。

（ 秘 密 の 保 持 ）
第 10条 受 注 者 は 、 こ の 契 約 に よ り 知 り 得 た 秘 密 を 外 部 に 漏 ら し 、 又 は そ の 他 の 目

的 に 利 用 し て は な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 は 、 こ の 契 約 が 終 了 し た 後 に お い て も 適 用 が あ る も の と す る 。

（ 発 注 者 の 催 告 に よ る 契 約 解 除 権 ）
第 11条 発 注 者 は 、 受 注 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 相 当 の 期 間 を

定 め て そ の 履 行 の 催 告 を し 、 そ の 期 間 内 に 履 行 が な い と き は 、 こ の 契 約 を 解 除 す

る こ と が で き る 。 た だ し 、 そ の 期 間 を 経 過 し た 時 に お け る 債 務 の 不 履 行 が こ の 契

約 及 び 取 引 上 の 社 会 通 念 に 照 ら し て 軽 微 で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

(1) 納 入 期 限 ま で に 燃 料 の 納 入 及 び 引 渡 し を 完 了 し な い と き 又 は 期 限 後 相 当 の 期

間 内 に 完 了 す る 見 込 み が な い と 認 め ら れ る と き 。

(2) 正 当 な 理 由 な く 、 第 ８ 条 第 １ 項 の 履 行 の 追 完 が な さ れ な い と き 。

(3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 こ の 契 約 に 違 反 し た と き 。



（ 発 注 者 の 催 告 に よ ら な い 契 約 解 除 権 ）
第 12条 発 注 者 は 、 受 注 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 直 ち に こ の 契

約 を 解 除 す る こ と が で き る 。

(1) 燃 料 の 納 入 及 び 引 渡 し を 完 了 す る こ と が で き な い こ と が 明 ら か で あ る と き 。

(2) 受 注 者 が こ の 契 約 の 履 行 を 拒 絶 す る 意 思 を 明 確 に 表 示 し た と き 。

(3) 受 注 者 の 債 務 の 一 部 の 履 行 が 不 能 で あ る 場 合 又 は 受 注 者 が そ の 債 務 の 一 部 の

履 行 を 拒 絶 す る 意 思 を 明 確 に 表 示 し た 場 合 に お い て 、 残 存 す る 部 分 の み で は 契

約 を し た 目 的 を 達 す る こ と が で き な い と き 。

(4) 契 約 の 性 質 又 は 当 事 者 の 意 思 表 示 に よ り 、 特 定 の 日 時 又 は 一 定 の 期 間 内 に 履

行 し な け れ ば 契 約 を し た 目 的 を 達 す る こ と が で き な い 場 合 に お い て 、 受 注 者 が

履 行 を し な い で そ の 時 期 を 経 過 し た と き 。

(5) 前 各 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 受 注 者 が 債 務 の 履 行 を せ ず 、 発 注 者 が 前 条 の 催

告 を し て も 契 約 を し た 目 的 を 達 す る の に 足 り る 履 行 が さ れ る 見 込 み が な い こ と

が 明 ら か で あ る と き 。

(6) 暴 力 団 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ 年 法 律 第

77号 ） 第 ２ 条 第 ２ 号 に 規 定 す る 暴 力 団 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 又

は 暴 力 団 員 （ 暴 力 団 員 に よ る 不 当 な 行 為 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 第 ２ 条 第 ６ 号 に

規 定 す る 暴 力 団 員 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） が 経 営 に 実 質 的 に 関 与

し て い る と 認 め ら れ る 者 に 売 買 代 金 債 権 を 譲 渡 し た と き 。

(7) 第 15条 の 規 定 に よ ら な い で こ の 契 約 の 解 除 を 申 し 出 た と き 。

(8) 受注者が次 の い ず れ か に 該 当 す る と き 。

ア 役 員 等 （ 受 注 者 が 個 人 で あ る 場 合 に は そ の 者 を 、 受 注 者 が 法 人 で あ る 場 合

に は そ の 役 員 又 は そ の 支 店 若 し く は 常 時 物 品 等 の 調 達 契 約 を 締 結 す る 事 務 所

の 代 表 者 を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） が 暴 力 団 員 で あ る と 認 め ら れ

る と き 。

イ 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 が 経 営 に 実 質 的 に 関 与 し て い る と 認 め ら れ る と き 。

ウ 役 員 等 が 、 自 己 、 自 社 若 し く は 第 三 者 の 不 正 の 利 益 を 図 る 目 的 又 は 第 三 者

に 損 害 を 加 え る 目 的 を も っ て 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 の 利 用 等 を し た と 認 め ら

れ る と き 。

エ 役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 に 対 し て 資 金 等 を 供 給 し 、 又 は 便 宜 を 供 与

す る 等 直 接 的 又 は 積 極 的 に 暴 力 団 の 維 持 若 し く は 運 営 に 協 力 し 、 又 は 関 与 し

て い る と 認 め ら れ る と き 。

オ 役 員 等 が 、 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 と 社 会 的 に 非 難 さ れ る べ き 関 係 を 有 し て い

る と 認 め ら れ る と き 。

カ こ の 契 約 に 関 連 す る 契 約 の 相 手 方 が ア か ら オ ま で の い ず れ か に 該 当 す る こ

と を 知 り な が ら 、 当 該 者 と 契 約 を 締 結 し た と 認 め ら れ る と き 。

キ 受 注 者 が ア か ら オ ま で の い ず れ か に 該 当 す る 者 を こ の 契 約 に 関 連 す る 契 約

の 相 手 方 と し て い た 場 合 （ カ に 該 当 す る 場 合 を 除 く 。 ） に 、 発 注 者 が 受 注 者

に 対 し て 当 該 契 約 の 解 除 を 求 め 、 受 注 者 が こ れ に 従 わ な か っ た と き 。

第 13条 発 注 者 は 、 こ の 契 約 に 関 し て 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、 直

ち に こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 受 注 者 は 、 解 除 に よ

り 生 じ た 損 害 の 賠 償 を 請 求 す る こ と が で き な い 。

(1) 受 注 者 が 排 除 措 置 命 令 （ 私 的 独 占 の 禁 止 及 び 公 正 取 引 の 確 保 に 関 す る 法 律

（ 昭 和 22年 法 律 第 54号 。 以 下 こ の 条 及 び 第 20条 に お い て 「 独 占 禁 止 法 」 と い

う 。 ） 第 49条 に 規 定 す る 排 除 措 置 命 令 を い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 20条 に お い て

同 じ 。 ） を 受 け た 場 合 に お い て 、 当 該 排 除 措 置 命 令 に つ い て 行 政 事 件 訴 訟 法

（ 昭 和 37年 法 律 第 139号 ） 第 ３ 条 第 ２ 項 に 規 定 す る 処 分 の 取 消 し の 訴 え （ 以 下 こ

の 条 に お い て 「 処 分 の 取 消 し の 訴 え 」 と い う 。 ） が 提 起 さ れ な か っ た と き 。

(2) 受 注 者 が 納 付 命 令 （ 独 占 禁 止 法 第 62条 第 １ 項 に 規 定 す る 課 徴 金 の 納 付 命 令 を

い う 。 以 下 こ の 条 及 び 第 20条 に お い て 同 じ 。 ） を 受 け た 場 合 に お い て 、 当 該 納

付 命 令 に つ い て 処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ な か っ た と き （ 当 該 納 付 命 令 が

独 占 禁 止 法 第 63条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 取 り 消 さ れ た と き を 含 む 。 ） 。



( 3 ) 受 注 者 が 排 除 措 置 命 令 又 は 納 付 命 令 を 受 け た 場 合 に お い て 、 当 該 排 除 措 置 命

令 又 は 当 該 納 付 命 令 に 係 る 処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ た と き で あ っ て 当 該

処 分 の 取 消 し の 訴 え を 却 下 し 、 又 は 棄 却 す る 判 決 が 確 定 し た と き 。

(4) 受 注 者 以 外 の も の 又 は 受 注 者 が 構 成 事 業 者 で あ る 事 業 者 団 体 に 対 し て 行 わ れ

た 排 除 措 置 命 令 又 は 納 付 命 令 に お い て 受 注 者 に 独 占 禁 止 法 に 違 反 す る 行 為 の 実

行 と し て の 事 業 活 動 が あ っ た と さ れ た 場 合 に お い て 、 こ れ ら の 命 令 全 て に つ い

て 処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ な か っ た と き （ 当 該 納 付 命 令 が 独 占 禁 止 法 第

63条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 取 り 消 さ れ た と き を 含 む 。 ） 又 は こ れ ら の 命 令 に 係 る

処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ た と き で あ っ て 当 該 処 分 の 取 消 し の 訴 え を 却 下

し 、 若 し く は 棄 却 す る 判 決 が 確 定 し た と き 。

(5) 排 除 措 置 命 令 又 は 納 付 命 令 （ こ れ ら の 命 令 が 受 注 者 に 対 し て 行 わ れ た と き は

処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ な か っ た 等 の 場 合 （ こ れ ら の 命 令 に つ い て 処 分

の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ な か っ た 場 合 （ 当 該 納 付 命 令 が 独 占 禁 止 法 第 63条 第

２ 項 の 規 定 に よ り 取 り 消 さ れ た 場 合 を 含 む 。 ） 又 は こ れ ら の 命 令 に 係 る 処 分 の

取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ た 場 合 で あ っ て 当 該 処 分 の 取 消 し の 訴 え を 却 下 し 、 若

し く は 棄 却 す る 判 決 が 確 定 し た と き を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） に お

け る 受 注 者 に 対 す る 命 令 と し 、 こ れ ら の 命 令 が 受 注 者 以 外 の も の 又 は 受 注 者 が

構 成 事 業 者 で あ る 事 業 者 団 体 に 対 し て 行 わ れ た と き は 処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提

起 さ れ な か っ た 等 の 場 合 に お け る 各 名 宛 人 に 対 す る 命 令 と す る 。 ） に よ り 、 受

注 者 に 独 占 禁 止 法 に 違 反 す る 行 為 が あ っ た と さ れ る 期 間 及 び 当 該 違 反 す る 行 為

の 対 象 と な っ た 取 引 分 野 が 示 さ れ た 場 合 に お い て 、 こ の 契 約 が 、 当 該 期 間 （ こ

れ ら の 命 令 に 係 る 事 件 に つ い て 、 公 正 取 引 委 員 会 が 受 注 者 に 対 し 納 付 命 令 を 行

い 、 処 分 の 取 消 し の 訴 え が 提 起 さ れ な か っ た 等 の 場 合 は 、 当 該 納 付 命 令 に お け

る 課 徴 金 の 計 算 の 基 礎 で あ る 当 該 違 反 す る 行 為 の 実 行 期 間 （ 独 占 禁 止 法 第 ２ 条

の ２ 第 13項 に 規 定 す る 実 行 期 間 を い う 。 ） を 除 く 。 ） に 入 札 又 は 地 方 独 立 行 政

法 人 北 海 道 立 総 合 研 究 機 構 契 約 事 務 取 扱 規 則 （ 平 成 22年 ４ 月 １ 日 規 程 第 48号 ）

第 30条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 見 積 書 の 徴 取 が 行 わ れ た も の で あ り 、 か つ 、 当 該 取

引 分 野 に 該 当 す る も の で あ る と き （ 当 該 違 反 す る 行 為 が 、 こ の 契 約 に 係 る も の

で な い こ と が 明 ら か で あ る と き を 除 く 。 ） 。

(6) 受 注 者 （ 受 注 者 が 法 人 の 場 合 に あ っ て は 、 そ の 役 員 又 は 使 用 人 を 含 む 。 ） に

つ い て 、 独 占 禁 止 法 第 89条 第 １ 項 、 第 90条 若 し く は 第 95条 （ 独 占 禁 止 法 第 89条

第 １ 項 又 は 第 90条 に 規 定 す る 違 反 行 為 を し た 場 合 に 限 る 。 ） に 規 定 す る 刑 又 は

刑 法 （ 明 治 40年 法 律 第 45号 ） 第 96条 の ６ 若 し く は 第 198条 に 規 定 す る 刑 が 確 定 し

た と き 。

（ 発 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に よ る 場 合 の 契 約 解 除 の 制 限 ）
第 14条 第 11条 各 号 又 は 第 12条 各 号 に 掲 げ る 事 項 が 発 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に

よ る も の で あ る と き は 、 発 注 者 は 、 第 11条 又 は 第 12条 の 規 定 に よ る 契 約 の 解 除 を

す る こ と が で き な い 。

（ 受 注 者 の 催 告 に よ る 契 約 解 除 権 ）
第 15条 受 注 者 は 、 発 注 者 が こ の 契 約 に 違 反 し た と き は 、 相 当 の 期 間 を 定 め て そ の

履 行 を 催 告 し 、 そ の 期 間 内 に 履 行 が な い と き は 、 こ の 契 約 を 解 除 す る こ と が で き

る 。 た だ し 、 そ の 期 間 を 経 過 し た 時 に お け る 債 務 の 不 履 行 が こ の 契 約 及 び 取 引 上

の 社 会 通 念 に 照 ら し て 軽 微 で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 受 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に よ る 場 合 の 契 約 解 除 の 制 限 ）
第 16条 前 条 に 定 め る 事 項 が 受 注 者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に よ る も の で あ る と き は 、

受 注 者 は 、 同 条 の 規 定 に よ る 契 約 の 解 除 を す る こ と が で き な い 。

（ 発 注 者 の 損 害 賠 償 請 求 等 ）
第 17条 発 注 者 は 、 受 注 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 こ れ に よ っ て

生 じ た 損 害 の 賠 償 を 請 求 す る こ と が で き る 。

(1) 第 ８ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 契 約 不 適 合 が あ る と き 。

(2) 第 11条 又 は 第 12条 の 規 定 に よ り 、 燃 料 の 納 入 及 び 引 渡 し 後 に 契 約 が 解 除 さ れ

た と き 。



( 3 ) 前 ２ 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 債 務 の 本 旨 に 従 っ た 履 行 を し な い と き 又 は 債 務

の 履 行 が 不 能 で あ る と き 。

２ 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に お い て は 、 受 注 者 は 、 発 注 者 と 受 注 者 と

が 協 議 し て 定 め た 額 の 賠 償 金 を 発 注 者 の 指 定 す る 期 間 内 に 支 払 わ な け れ ば な ら

な い 。

(1) 第 11条 又 は 第 12条 の 規 定 に よ り 燃 料 の 納 入 及 び 引 渡 し 前 に こ の 契 約 が 解 除 さ

れ た と き 。

(2) 燃 料 の 納 入 及 び 引 渡 し 前 に 、 受 注 者 が そ の 債 務 の 履 行 を 拒 否 し 、 又 は 、 受 注

者 の 責 め に 帰 す べ き 理 由 に よ っ て 受 注 者 の 債 務 に つ い て 履 行 不 能 と な っ た と き 。

３ 第 １ 項 各 号 又 は 前 項 各 号 に 定 め る 場 合 が こ の 契 約 及 び 取 引 上 の 社 会 通 念 に 照 ら

し て 受 注 者 の 責 め に 帰 す る こ と が で き な い 理 由 に よ る も の で あ る と き は 、 前 ２ 項

の 規 定 は 適 用 し な い 。

（ 受 注 者 の 損 害 賠 償 請 求 等 ）
第 18条 受 注 者 は 、 発 注 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は こ れ に よ っ て 生

じ た 損 害 の 賠 償 を 請 求 す る こ と が で き る 。 た だ し 、 当 該 各 号 に 定 め る 場 合 が こ の

契 約 及 び 取 引 上 の 社 会 通 念 に 照 ら し て 発 注 者 の 責 め に 帰 す る こ と が で き な い 理 由

に よ る も の で あ る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

(1) 第 15条 の 規 定 に よ り こ の 契 約 が 解 除 さ れ た と き 。

(2) 前 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 債 務 の 本 旨 に 従 っ た 履 行 を し な い と き 又 は 債 務 の

履 行 が 不 能 で あ る と き 。

（ 契 約 不 適 合 責 任 期 間 等 ）
第 19条 発 注 者 は 、 引 き 渡 さ れ た 物 品 に 関 し 、 第 ４ 条 第 ２ 項 （ 同 条 第 ４ 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） に よ る 引 渡 し （ 以 下 こ の 条 に お い て 単 に 「 引 渡 し 」 と い

う 。 ） を 受 け た 日 か ら １ 年 以 内 で な け れ ば 、 契 約 不 適 合 を 理 由 と し た 履 行 の 追 完

の 請 求 、 代 金 の 減 額 の 請 求 、 損 害 賠 償 の 請 求 又 は 契 約 の 解 除 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 請 求 等 」 と い う 。 ） を す る こ と が で き な い 。

２ 前 項 の 請 求 等 は 、 具 体 的 な 契 約 不 適 合 の 内 容 、 請 求 す る 損 害 額 の 算 定 根 拠 等 当

該 請 求 等 の 根 拠 を 示 し て 、 受 注 者 の 契 約 不 適 合 責 任 を 問 う 意 思 を 明 確 に 告 げ る こ

と で 行 う 。

３ 発 注 者 が 第 １ 項 に 規 定 す る 契 約 不 適 合 に 係 る 請 求 等 が 可 能 な 期 間 （ 以 下 こ の 項

及 び 第 ６ 項 に お い て 「 契 約 不 適 合 責 任 期 間 」 と い う 。 ） の 内 に 契 約 不 適 合 を 知 り 、

そ の 旨 を 受 注 者 に 通 知 し た 場 合 に お い て 、 発 注 者 が 通 知 か ら １ 年 が 経 過 す る 日 ま

で に 前 項 に 規 定 す る 方 法 に よ る 請 求 等 を し た と き は 、 契 約 不 適 合 責 任 期 間 の 内 に

請 求 等 を し た も の と み な す 。

４ 発 注 者 は 、 第 １ 項 の 請 求 等 を 行 っ た と き は 、 当 該 請 求 等 の 根 拠 と な る 契 約 不 適

合 に 関 し 、 民 法 の 消 滅 時 効 の 範 囲 で 、 当 該 請 求 等 以 外 に 必 要 と 認 め ら れ る 請 求 等

を す る こ と が で き る 。

５ 前 各 項 の 規 定 は 、 契 約 不 適 合 が 受 注 者 の 故 意 又 は 重 過 失 に よ り 生 じ た も の で あ

る と き に は 適 用 せ ず 、 契 約 不 適 合 に 関 す る 受 注 者 の 責 任 に つ い て は 、 民 法 の 定 め

る と こ ろ に よ る 。

６ 民 法 第 566条 本 文 の 規 定 は 、 契 約 不 適 合 責 任 期 間 に つ い て は 適 用 し な い 。

７ 発 注 者 は 、 物 品 の 引 渡 し の 際 に 契 約 不 適 合 が あ る こ と を 知 っ た と き は 、 第 １ 項

の 規 定 に か か わ ら ず 、 直 ち に そ の 旨 を 受 注 者 に 通 知 し な け れ ば 、 当 該 契 約 不 適 合

に 関 す る 請 求 等 を す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 受 注 者 が そ の 契 約 不 適 合 が あ る

こ と を 知 っ て い た と き は 、 こ の 限 り で な い 。

（ 不 正 ⾏ 為 に 伴 う 賠 償 ⾦ ）
第 20条 受 注 者 は 、 こ の 契 約 に 関 し て 、 第 13条 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は 、

発 注 者 が こ の 契 約 を 解 除 す る か 否 か を 問 わ ず 、 賠 償 金 と し て 毎 月 の 引 渡 し を 受 け

た 燃 料 の 売 買 代 金 の 合 計 額 の 10分 の ２ に 相 当 す る 額 を 発 注 者 の 指 定 す る 期 間 内 に

支 払 わ な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 同 条 第 １ 号 か ら 第 ５ 号 ま で に 掲 げ る 場 合 に お

い て 、 排 除 措 置 命 令 又 は 納 付 命 令 の 対 象 と な る 行 為 が 、 独 占 禁 止 法 第 ２ 条 第 ９ 項

第 ３ 号 に 規 定 す る も の で あ る と き 又 は 同 項 第 ６ 号 に 基 づ く 不 公 正 な 取 引 方 法 （ 昭



和 57年 公 正 取 引 委 員 会 告 示 第 15号 ） 第 ６ 項 に 規 定 す る 不 当 廉 売 で あ る と き そ の 他

発 注 者 が 特 に 認 め る と き は 、 こ の 限 り で な い 。

２ 前 項 に 規 定 す る 賠 償 金 の ほ か 、 確 定 し て い な い 燃 料 の 売 買 代 金 に 係 る 賠 償 金 に

つ い て は 、 当 該 燃 料 の 売 買 代 金 が 確 定 し た 都 度 、 前 項 の 規 定 中 「 毎 月 の 引 渡 し を

受 け た 燃 料 の 売 買 代 金 の 合 計 額 」 と あ る の は 「 毎 月 の 引 渡 し を 受 け た 燃 料 の 売 買

代 金 」 と 読 み 替 え て 、 同 項 の 規 定 を 適 用 す る 。

３ 発 注 者 は 、 実 際 に 生 じ た 損 害 の 額 が 前 ２ 項 の 賠 償 金 の 額 を 超 え る と き は 、 受 注

者 に 対 し て 、 そ の 超 え る 額 に つ い て も 賠 償 金 と し て 請 求 す る こ と が で き る 。

４ 第 １ 項 及 び 第 ３ 項 の 規 定 は 、 契 約 期 間 の 終 了 後 に お い て も 適 用 が あ る も の と す

る 。

（ 相 殺 ）
第 21条 発 注 者 は 、 受 注 者 に 対 し て 違 約 金 そ の 他 の 金 銭 債 権 が あ る と き は 、 受 注 者

が 発 注 者 に 対 し て 有 す る 売 買 代 金 請 求 権 そ の 他 の 債 権 と 相 殺 す る こ と が で き る 。

（ 契 約 に 定 め の な い 事 項 ）
第 22条 こ の 契 約 に 定 め の な い 事 項 に つ い て は 、 必 要 に 応 じ 、 発 注 者 と 受 注 者 と が

協 議 し て 定 め る も の と す る 。


